
病院理念 

　
さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ

た
６
月
４
日
、
全
日
空
か
ら
の

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
「
す
ず
ら

ん
」
が
当
院
を
笑
顔
で
包
み
込

み
ま
し
た
。 

　
全
日
空
は
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
昭
和
３１
年
よ

り
全
国
の
赤
十
字
施
設
で
す
ず

ら
ん
贈
呈
行
事
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
赤
十
字
社

名
誉
副
総
裁
・
高
松
宮
様
が
日
赤
中
央

病
院（
現
在
の
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
）に

入
院
中
の
方
々
の
慰
問
に
際
し
て
提
案

さ
れ
、
全
日
空
の
ご
厚
意
で
始
ま
っ
た
も

の
。
以
来
、
全
日
空
が
就
航
し
て
い
る

空
港
に
近
い
病
院
に
対
し
て
毎
年
贈
呈

さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
５５
年
目
を
迎
え

ま
す
。
平
成
１５
年
か
ら
は
、
す
ず
ら
ん

の
花
を
永
く
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願

い
か
ら
、
北
海
道
か
ら
空
輸
さ
れ
た
す

ず
ら
ん
を
全
日
空
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が

一
枚
一
枚
手
作
り
で
押
し
花
し
お
り
に

し
て
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
素
敵
な

制
服
姿
の
客
室
乗

務
員
の
方
々
が
、

す
ず
ら
ん
の
鉢
植

え
３
鉢
と
４
５
０

枚
の
し
お
り
を
持

っ
て
当
院
ま
で
直

接
手
渡
し
に
来
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

高
層
棟
１２
階
病
棟

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ッ
チ
ン
を
会
場
に
贈
呈
式
を
行
い
、
そ
の

後
入
院
患
者
さ
ま
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
。

一
人
ひ
と
り
に
や
さ
し
く
「
早
く
良
く

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
、
す

ず
ら
ん
の
し
お
り
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。

突
然
の
訪
問
に
戸
惑
わ
れ
た
表
情
が
、

す
ず
ら
ん
の
し
お
り
を
見
た
瞬
間
に
笑

顔
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。「
う
ち
の
家

に
も
あ
っ
て
」
と
愛
お
し
そ
う
に
眺
め
る

人
、「
ま
あ
可
愛
い
」
と
言
っ
て
寝
て
い

る
患
者
さ
ま
に
見
せ
る
ご
家
族
。
笑
顔

が
笑
顔
を
呼
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

　
今
回
来
て
い
た
だ
い
た
客
室
乗
務
員

の
土
江
さ
ん
は
出
雲（
大
社
）出
身
だ
そ

う
で
、「
直
接
手
渡
し
て
み
な
さ
ん
を
元

気
づ
け
ら
れ
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
感

想
を
話
し
、
病
院
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

　
す
ず
ら
ん
の
花
言
葉
は
「
し
あ
わ
せ
」。 

し
あ
わ
せ
を 

願
う
気
持
ち
が 

こ
も
っ
た
、
心
温
ま
る 

贈
り
物
で
し
た
。 

 

　「医療は、 患者さまと医療提供者とのお互いの信頼関

係をもとに協力して作り上げていくものであり、 患者さまに

主体的に参加していただくことが必要です。」  

　このような考え方にもとづき、 松江赤十字病院は、 患

者さまの権利や責務についてつぎのとおり表明します。  
　 

　患者さまには、 医療提供者との相互の協力関係のもと、 

良質な医療を公平に受ける権利があります。  

　患者さまには、 診療に関して十分な説明と情報の提

供を受ける権利があります。  

　患者さまには、 医療に関する説明を受けてもよく理解

できなかったことについて十分理解できるまで質問する権

利があります。  

　患者さまには、 医療従事者が提案する治療法に対し

て自らの意思で決定できる権利があります。  

　患者さまには、 診療の過程で得られた個人情報の秘

密が守られる権利があります。  

　患者さまには、 医療提供者に対し患者さま自身の健康

に関する情報をできるだけ正確に提供する責務があります。  

　患者さまには、 病院の規則を守る責務があります。 
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松江赤十字病院 
『患者さまの権利章典』 
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私
達
の
働
く
十
一
階
病
棟
は
、
こ
の
病

院
の
中
で
一
番
広
い
フ
ロ
ア
ー
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
一
般
病
室
、
個
室
の
数
が
最
も
多
く
、

又
、
特
別
個
室
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
三

月
一
日
の
開
業
前
の
内
覧
会
の
時
、
見
学

者
の
方
々
が
一
度
で
良
い
か
ら
こ
の
部
屋
に

入
院
し
て
み
た
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
私
達
ス
タ
ッ
フ
は
、

こ
の
広
い
フ
ロ
ア
ー

を
ま
る
で
運
動
会
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

急
ぎ
足
で
飛
び
廻
り
、

患
者
さ
ま
の
対
応
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
病
棟
は
整
形
外

科
、
眼
科
の
専
門
病

棟
で
す
。
整
形
外
科

の
患
者
さ
ま
は
、
若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
、
昼
夜
問
わ
ず
交
通
事
故
に
よ

る
骨
折
、
頚
椎
・
脊
髄
損
傷
、
転
落
な
ど
に

よ
る
骨
折
、
病
的
骨
折
等
々
、
多
種
多
様

で
す
。
そ
の
為
に
緊
急
入
院
、
緊
急
手
術

は
毎
日（
土
日
を
含
め
）あ
り
ま
す
。 

　
眼
科
の
患
者
さ
ま
は
高
齢
者
が
多
く
、

白
内
障
の
手
術
を
中
心
に
現
在
行
っ
て
い
ま

す
が
、
七
月
か
ら
は
新
部
長
を
迎
え
、
手

術
内
容
、
手
術

件
数
が
拡
大
し

ま
す
。
そ
の
中
で
、

ス
タ
ッ
フ
は
眼
科
外

来
へ
の
応
援
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
個
室
が
多

い
為
、
他
科
の
入
院
も
多
く
、

頑
張
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

私
達
は
常
に
患
者
さ
ま
へ
質
の

高
い
医
療
、
看
護
を
提
供
す

る
為
に
勉
強
会
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
又
、
高
齢
者
、
認
知

症
の
患
者
さ
ま
も
多
く
、
安
全
、

安
楽
に
も
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
、
看
護
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
私
達
十
一
階
病
棟

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
切
れ
目
の
な

い
確
実
な
医
療
、
看
護
の
提
供
」
で
す
。

そ
し
て
目
標
は
、「
病
棟
が
一
つ
に
な
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
安
全
、
安
楽

な
看
護
の
提
供
が
出
来
る
」
で
す
。
入
院

し
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ま
が
ホ
ッ
と
さ
れ
、

笑
顔
で
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
次
も
、
私
達
十
一
階
病
棟
に
入
院
し
た

い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

病
棟
紹
介 

　
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、
病
院
で
の
ス
ト
レ
ス
の

原
因
の
ひ
と
つ
に
「
待
ち
時
間
の
長
さ
」
が
あ

り
ま
す
。
診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
、
検
査
の
待

ち
時
間
な
ど
な
ど
。
電
子
カ
ル
テ
導
入
で
予
約

制
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
改

善
し
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
待
ち
時
間
に
対
す

る
患
者
さ
ま
の
不
安
と
焦
燥
は
、
完
全
に
解
消

さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度
、
新
病

院
部
分
開
業
（
高
層
棟
竣
工
に
よ
る
）
に
際
し

て
、
当
院
で
は
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
を
無
く
す
フ
ィ
ル

ム
レ
ス
化
を
図
り
ま
し
た
。「
待
た
な
い
、
待

た
せ
な
い
、
待
っ
た
な
し
」
を
合
言
葉
に
、

放
射
線
科
で
受
付
さ
れ
て
終
了
ま
で
の
一
切
の

無
駄
を
な
く
す
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ま
が
放
射
線
科
の
受
付
を
済
ま
さ
れ
た

瞬
間
に
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
透
視
室
な
ど
あ
ら

ゆ
る
部
署
に
患
者
さ
ま
の
到
来
が
告
げ
ら
れ
、

撮
影
な
ど
検
査
を
終
え
、
着
替
え
ら
れ
て
検
査

室
を
出
た
こ
ろ
に
は
、
外
来
や
病
棟
の
主
治
医

に
画
像
デ
ー
タ
ー
が
配
信
さ
れ
る
と
云
う
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
患
者
さ
ま
自
身
が
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
の
出
来

る
ま
で
待
合
室
で
待
つ
こ
と
も
、
大
き
く
重
た

い
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
を
持
ち
歩
く
こ
と
も
必
要
な

く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
検
査
が
終
わ
れ
ば

た
だ
ち
に
、
手
ぶ
ら
で
次
の
部
門
に
移
動
し

て
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
放
射
線
科
ば
か
り
で
な
く
、
胃
カ
メ
ラ
や

大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
内
視
鏡
室
や
、
心
臓
や

腹
部
な
ど
超
音
波
検
査
室
や
、
心
電
図
や
筋

電
図
な
ど
生

理
検
査
室
で

も
同
じ
シ
ス

テ
ム
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、

フ
ィ
ル
ム
代
の

請
求
も
な
く

な
り
ま
す
の
で
、

医
療
費
の
ご

負
担
の
軽
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
な
に
よ
り
、
患
者
さ
ま

の
情
報
が
即
刻
院
内
に
配
信
さ
れ
る
と
云

う
こ
と
で
、
診
察
室
や
手
術
室
や
相
談
室
で
の

協
議
が
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
院
外
に
向
け
て
は
、
開
業
医

の
先
生
方
へ
逆
紹
介
す
る
時
に
、
Ｘ
線
フ
ィ
ル

ム
で
は
な
く
て
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
Ｃ
Ｄ
一
枚
で

お
渡
し
で
き
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
へ
の

画
像
紹
介
状
と
し
て
も
大
量
情
報
が
入
れ
込
め

る
Ｃ
Ｄ
は
と
て
も
便
利
で
す
。
真
新
し
い
高
層

棟
の
一
階
と
地
下
に
あ
る
放
射
線
科
は
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
管
撮
影
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
、
Ｒ

Ｉ
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
な
ど
、
高
度
高
性
能
医
療
機
器

を
ほ
と
ん
ど
刷
新
し
ま
し
た
。
今
後
も
患
者
さ

ま
へ
質
の
高
い
画
像
診
断
、
治
療
を
提
供
し
、

主
治
医
と
の
連
携
を
緊
密
濃
厚
に
し
て
、
ま
す

ま
す
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。
私
達
十
一
階
病
棟
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

放
射
線
科
技
師
長
　
益
　
井
　
　
謙 
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小池　大輔 
6月より小児科採用となりました、小池大輔と申し
ます。子供達と御両親の笑顔のために頑張りたい
と思います。よろしくお願いいたします。 

小児科 

内田　由里 
7月に出雲市から赴任してきました。新生児・小児
領域で地域のみなさまの支援をお手伝いできたら
と思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

小児科 

北川　清隆 
6月末まで、富山大学眼科で准教授として眼科診療、
研究や学生教育に携ってまいりました。これからは、
松江日赤で、大学で経験したことをもとに、最新
の機器、技術を駆使して、重篤な眼科疾患にも対
応できる眼科をめざしたいと思います。 

眼　科 

Hello Doctors

introduce

　
当
院
の
立
体
駐
車
場
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
階
段
し
か
な
く
、
長
年
み
な
さ

ま
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。 

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
外
壁
に
取
り
つ
け
た
赤
十
字
マ
ー

ク
と
駐
車
場
の
Ｐ
マ
ー
ク
に
は
、
今
話
題
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｅ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｄ
ｉ
ｏ
ｄ
ｅ 

発̈

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
を
使
っ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
輝

き
を
放
っ
て
い
ま
す
。 

　
夜
空
に
浮
か
ぶ
赤
十
字
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

★
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栄
養
課
調
理
師
　
奥 

野
　
将 

徳 

　
大
き
な
胸
び
れ
を
広
げ
水
面
を

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
飛
ぶ
姿
が

「
ト
ビ
ウ
オ
」
の
名
前
の
由
来
。
こ

れ
は
主
に
マ
グ
ロ
や
シ
イ
ラ
な
ど
の
敵
か
ら
逃
げ
る

た
め
だ
と
い
わ
れ
、
滑
空
時
の

高
さ
は
3
ｍ
、
１
回
の
飛
行
距

離
は
3
0
0
ｍ
に
お
よ
び
ま
す
。 

　
旬
は
初
夏
か
ら
夏
。
小
骨

が
多
く
脂
肪
分
が
少
な
く
、

味
は
淡
白
で
、
塩
焼
き
、
フ
ラ

イ
な
ど
に
向
い
て
い
ま
す
。
新
鮮

な
も
の
は
刺
身
が
美
味
。
ま
た
ト
ビ
ウ
オ
の
卵
は
「
ト

ビ
ッ
コ
」
と
呼
ば
れ
珍
味
や
寿
司
ネ
タ
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
工
品
と
し
て
は
新
島
、
八
丈

島
の
「
く
さ
や
」
が
有
名
で
す
が
島
根
県
で
は
ト

ビ
ウ
オ
を
原
料
と
し
た
竹
輪
が
有
名
で
、「
ア
ゴ
野

焼
き
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

島
根
県
の
魚
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
地
方

で
は
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ
ン
の
だ
し
に
も

使
わ
れ
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
も
干
物
を
作
っ

て
み
た
り
淡
白
な
味
に
ひ

と
工
夫
、
雄
大
に
空
を
飛

ぶ
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
作

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

数字で見る「健康医学講座」 

　当院で開催している外来糖尿病教室、毎回大盛況です。 
教室では、医師や看護師、管理栄養士がお話をしたり、簡単
なストレッチ方法などをご紹介しています。また、すこやか会
のみなさまによる体験談もあり、とても参考になります。 
　参加者のみなさまに好評なのが食事会。カロリー計算を
してもおいしく召し上がっていただけるように工夫しています。 
　ぜひ一度ご参加ください。 

　当院で毎年開催している健康医学講座、いろいろ
なテーマを取りあげています。 
 毎回マーブルテレビでも放映されており、好評です。 

● 糖尿病・内分泌内科医師が糖尿病にまつわる 
　いろいろなお話をしています 

● 食事会はバイキング形式です 

●ごはんはご自分の量をはかって盛りつけて 
　いただきます 

●みなさんが楽しみながら学んでいただける 
　教室です 

※予約制 糖尿病手帳をお持ちの方はご持参下さい 

※予約制 

松江赤十字病院　糖尿病・内分泌内科 生活指導室（担当保健師 吉岡）電話：0852-24-2111申し込み及び 
問い合わせ先 

時間：10:00～13:30 
場所：厚生棟会議室 

8月25日（水） 時間：14:00～15:30

……………………………… 糖尿病・内分泌内科部長　佐藤　利昭 
 

……………………… 管理栄養士（糖尿病療養指導士）  安原みずほ 
 

…………………………………… 透析センター看護師長  中島　富江 

糖尿病性腎症 徹底研究 

食事療法のコツ� タンパク質の摂り過ぎは良くない？ 
 
透析センターってこんなところ 

………………………………………… すこやか会会員　石田　英尚 

食事会 身体をいたわる　減塩メニュー 

体験談 

時間：10:00～13:30 
場所：厚生棟会議室 

……糖尿病・内分泌内科副部長　垣羽　寿昭 
 

……………………… 管理栄養士（糖尿病療養指導士）　引野　義之 
 

……………………………………… 病棟看護師（糖尿病療養指導士） 

がんと糖尿病 
食事療法のコツ� お酒とお菓子の甘い誘惑 
 
だれにでもできる簡単ストレッチ Part.2

………………………………………… すこやか会会員　岩本　悦子 

食事会 心もほっこり　冬メニュー 

体験談 

松江赤十字病院　医療社会事業部　電話：0852-24-2111㈹ 申し込み先 

■昨年の開催実績 ■年代別参加者数 
開催月 

 5 月 

 6 月 

 7 月 

 8 月 

 9 月 

10月 

11月 

25名 

23名 

11名 

20名 

27名 

17名 

16名 

ピロリ菌の関係した病気の除菌治療 

メタボリックシンドロームと心臓病 

蓄膿症の内視鏡手術について 

喫煙は病気・禁煙は治療 

「快適な排尿」のために 

乳がんと乳腺の病気 

歯と口の健康づくり 

参加者数 テ ー マ  

『がん』ってなに？～癌の基礎知識～ 
……………………………………………… 呼吸器外科部長　磯和　理貴 

9月29日（水） 時間：14:00～15:30
安静の落とし穴～廃用症候群について～ 
………………………………… リハビリテーション科部長　笠木　重人 

10月27日（水） 時間：14:00～15:30
診断学入門～医師はどのようにして診断しているのか～ 
……………………………………………………………………… 総合診療科部長　大居　慎治 

11月18日（木） 時間：14:00～15:30
抗がん剤治療の副作用に負けないために～患者さんと 
ご家族へのアドバイス～ ……………………… 乳腺外科副部長　曳野　　肇 

１０代 １％ 
２０代 ３％ ９０代 １％ 

その他 １％ 

３０代 
５％ 

４０代 
１４％ 

139名 

５０代 
 ９％ 

６０代 
２９％ 

７０代 
２８％ 

８０代 
 ９％ 

場　所：松江赤十字病院　厚生棟会議室 
　　　 （病院向かい「松江薬局」となり） 
受講料：無料 

松江赤十字病院　研修広報委員会　〒690－8506  松江市母衣町200番地  TEL（0852）24－2111  FAX（0852）31－9783 
松江赤十字病院ホームページ　URL  http://www.matsue.jrc.or.jp/  


	1-患者さまの権利章典
	1-すずらんに願いを込めて
	2-病棟紹介「11階病棟」
	2-X線フィルムがなくなった？
	3-6〜7月採用医師紹介
	3-地域との勉強会いろいろ
	3-夜空に浮かぶ赤十字
	4-写真で見る「外来糖尿病教室」
	4-数字で見る「健康医学講座」
	4-料理の世界・空飛ぶ魚「トビウオ」

